
春光台・鷹の巣まちづくり推進協議会 会議録 令和７年度第４回 

 

会議概要 

日時 令和８年３月１７日（火曜日）午後６時３０分から午後８時１０分まで 

場所 旭川市春光台公民館(旭川市春光台３条３丁目４－１４) 

出席者 委員（１５名，正副会⾧以外は 50 音順） 

菊地会⾧，伊林委員，上森(茂)委員，大久保委員、小原副会⾧ 

佐藤委員、浜崎委員，早坂委員、福屋委員、水野委員、宮上委員 

山本委員、横山委員  

（欠席者:上森(仲)委員、吉井委員） 

事務局（春光台公民館３名） 

若林館⾧，藤村指導員、高橋事務職員 

事務局（市地域活動推進課１名） 

木下主査 

会議の公開・

非公開 

公開 

傍聴者の数 １名 

会議資料 次第 

資料 1 春光台・鷹の巣地域のまちづくり推進プログラム 

資料２ 令和７年度活動・決算報告 

 議 事 の 内 容 

1 令和７年度５事業の活動報告・決算報告 

① 子ども支援事業 

【菊地会⾧】 

 ※次年度に向けて街頭指導を実施する場所をもう少し増やしていければと考えている。 

 ※１箇所に２名以上の指導者を配置して実施したいと考えているが、そのためには街頭指導・見守りに参加し

ていただける方を増やしていく必要がある。 

 ※すでに来年度に向けての会議を実施して準備を進めているが、次年度は協力者が１名増える予定である。 



 ※限られた予算の中での活動ではあるが、街頭指導に参加していただいている方々に対して飲み物程度の謝礼

等が必要ではないかと考えている。 

 ※予算の執行については、令和７年度収支決算書に示した通りである。 

  

② 春光台未来プロジェクト事業 

【福屋委員】 

 ※３月４日に高台小学校の４年生による発表会が行われたが、その内容が未来プロジェクト事業がめざしてい

る内容と重なる部分が非常に多く、大変すばらしいものであった。内容としては、春光台地域が福祉のまち

として、そこに暮らす人々のつながりが深められるようなまちでありたいというものであった。 

 ※予算の執行については、令和７年度収支決算書に示した通りであるが、ＶＲ機器のリース代に費用が多くか

かってしまったが、認知症について改めて考えたり、体験したりすることのできるよい機会になったと考え

ている。 

  

③ 畑づくりプロジェクト事業 

【小原委員】 

 ※成果としては、子供１００名、大人５０名程度の参加者があり、継続して畑づくり活動を実施することがで

きたと考えている。 

 ※春光台の開拓の歴史を知るために旭川上兵村記念館を訪問したが、説明をしていただいた館⾧さんには大変

丁寧な対応をしていただき、とても有意義な見学となった。 

 ※活動を進める中で参加者が固定化されていく傾向にあるので、より多くの方々に参加していただけるような

工夫をしていきたいと考えている。 

※この活動を通して、農家の方々の苦労を知り、各家庭における食育の推進につなげていければと考えている。 

※今年はヤーコンが大豊作で地域食堂の食材として提供することができた。 

 ※予算の執行については、令和７年度収支決算書に示した通りである。 

  

④ 春光台地域食堂事業 

【福屋委員】 

※１月１８日に４回目の地域食堂を実施し、６７名の方々に参加をいただいた。 

 ※４回目の地域食堂では、管理栄養士を目指す明成高校の３年生の生徒にメニューとレシピを考えていただき、

参加者全員でつくねとサラダなどの調理を行ったが、つくねが大人気であった。 

※今回の活動では、調理以外に生涯学習活動団体・筝音の皆さんにお越しいただき、お箏と尺八の体験会と新

春演奏会を実施したが、普段はなかなか触れることのできない楽器に触れることのできる貴重な体験であっ

たと考えている。 



 ※継続して参加してくれている７０代の方から、お孫さんやお子さんの話などを聞く機会が生まれたりなどの

ただ参加するだけではない関係性が参加者の中で生まれてきたと考えている。また、今回の活動を通して多

くの団体や機関の方々が携わってくれたことで、たくさんの方々とのつながりを作ることのできるきっかけ

となった。 

 ※予算の執行については、令和７年度収支決算書に示した通りである。 

⑤ 送迎サービス事業 

【宮上委員】 

 ※送迎サービス事業の実施に向けては、送迎対象者、サービス内容、運行手法、経費、安全対策、保険、運転

手の確保・育成、運営体制などの実験検証に向けての課題が多く、この事業を前に進めることができていな

いのが現状であるが、一つ一つの課題の解決に向けて、今後も実行委員会の中で話し合いを進めていきたい。 

【横山委員】 

 ※Ｐ１０の実態把握のためのアンケート調査についてはどうなっているのか。 

【宮上委員】 

 ※配布対象や回収方法、また、質問項目が多岐にわたるなどの問題が十分に整理されていないために実施でき

ていない。 

 

⑥ 令和８年度の活動について 

【菊地委員⾧】 

 ※上記の５事業については、今年度限りの活動ということではなく、次年度も引き続き継続して実施していく

ということで確認をする。 

 

２ 春光台・鷹の巣地域のまちづくり計画「地域ビジョン」について 

【事務局:地域活動推進課 木下主査】 

 ※前回の会議で資料最終ぺージ（４）きらり光る活動について、皆さんから出されたキーワードについてまと

めたものを掲載させていただいたが、その内容について訂正する箇所などがあればご意見をいただきたい。 

【各委員】 

※春光台雪まつりの開催期日は２月１１日で、会場は千代の山公園ではなく福祉村地域交流ホーム You であ

る。 

 ※春光台夢あかりでの無料配布におしるこを追加して欲しい。 

 ※春光台 SOS 安心ネットワークの内容に記載されている「ゴミステーションに住居表示を表示」の表現を「ゴ

ミステーションに住居表示板を設置」に訂正して欲しい。 

【事務局:地域活動推進課 木下主査】 

 ※資料最終ぺージ（４）きらり光る活動に記載されているマップには皆さんから出された施設や店舗を記載し



たが、記載されている店舗とそうでない店舗があることに対してはどうか? 

【委 員】 

 ※誰に向けて発信するための資料なのかをはっきりさせてから討議した方がよいと考える。 

【事務局:地域活動推進課 木下主査】 

 ※旭川市のホームページなどには掲載したいと考えているが、まちづくり推進協議会の中で今後の活動を話し

合うための資料として活用できればと考えているので、このままでもよいと考える。 

【委 員】 

※多くの民間施設があることを考慮すると、⑲まるしん商店、⑳理容おとべは記載しなくてもよいと思う。 

【事務局:地域活動推進課 木下主査】 

※記載されている公共施設等以外で記載漏れの施設などがあれば出していただきたい。 

【委 員】 

※春の台公園、養護学校が漏れている。 

※春光台保育園は幼稚園ではない。 

※地域の課題を探る上でバス路線を入れてはどうかと思う。 

【事務局:地域活動推進課 木下主査】 

※バス路線については技術的に入れられるかどうかについて検討してみる。 

【事務局:地域活動推進課 木下主査】 

※今後の春光台の在り方を考えていくための土台となる取組として、本日は皆さんで春光台の魅力と課題につ

いてグループに分かれて話し合いを進めていただきたい。 

      ⇓ 

〈個人で２分⇒グループで１５分の討議〉 

【各グループからの発表】 

 ※Ａグループの発表 

〈魅力について〉 

○自然が豊かで生活環境がよい 〇主体的に動く人が多く、地域のつながりが強い 

○交流が多く、子どもが地域のことを考えて発言する行動が増えた 〇お祭りがたくさんある 

〇コンビニがたくさんある 〇イベントが増えた 

〈課題について〉 

○坂が多い 〇雪が多い 〇学校へ親が子どもたちを自動車で送ってくる 

○地域に飲食店がない 〇高齢者が多く、つながりがない 〇小学生の事故が多い 

 ※Ｂグループの発表 

 〈魅力について〉 

  ○道路が広くて緑が多い 〇登下校、ウオーキング等で住民が気軽に挨拶を交わすことができている 

○自然、公園が多い 〇福祉施設が多い 〇多くの歴史的遺産がある 〇大雪山が見える 

○年間を通じて多くの催し物がある 〇教育機関が一貫している 〇除雪がよくできている 

 〈課題について〉 

○高齢者が多い 〇警察の世話になる行方不明者いる 〇高齢者の外出が不便である 



○町内会、市民委員会等における役員の担い手がいない 〇坂が多い  

○町内会の会員が減少し、コミュニケーションの機会が減っている  

〇町内会の準会員が増加して地域の情報が伝わりづらくなっている 

【事務局:地域活動推進課 木下主査】 

※魅力についての共通点として、自然が豊かで人のつながりが強く、地域でのイベントや学校関係のことが挙

げられるのではないかと思う。 

※課題についての共通点としては、坂や雪が多いとの内容が挙げられる。 

※皆さんから出された内容を整理して提示させていただくので、その内容を精査していただいた上で何かあれ

ば連絡をいただきたい。 

３ 春光台・鷹の巣まちづくり推進プログラムの改訂について 

【事務局:地域活動推進課 木下主査】 

 ※資料１:春光台・鷹の巣まちづくり推進プログラムの改訂に関わって、下記①～③の課題解決の取組・魅力

づくりの内容について、現在も実際に行われているものなのかを確認をさせていただきたい。 

①P１「幼児の一時預かり制度の構築」 

【委 員】 

 ※各種行事の中では行われている場面もあるが、地域としての積極的な取り組みとしては行っていない。 

【事務局:地域活動推進課 木下主査】 

 ※「幼児の一時預かり制度の構築」についてはカットする。 

 ②P４「坂のあるシンボル道路づくり」 

【委 員】 

 ※フラワーロードのことだと思うので、「花のあるシンボル道路づくり」に訂正をしたらよいと思う。 

 【事務局:地域活動推進課 木下主査】 

 ※「坂のあるシンボル道路づくり」については、「花のあるシンボル道路づくり」に内容を訂正する。 

③P４「除雪マナーの徹底」 

【委 員】 

※地域では、毎年除雪協議会を開催し、除雪に関する意見・要望等を取りまとめたり、地域での除雪パトロー

ルなども実施している。 

【事務局:地域活動推進課 木下主査】 

 ※「除雪マナーの徹底」については、実施主体の項目に「地域住民」を付け加える。 

  

４ その他 

特になし 


